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竹貫登興多による別証明より 

中川宏 

正方形 ABCDの一辺 ADの延長が円(半径 r)

と交わる点を X,正方形 DEFG の一辺 GD が

円と交わる点を Yとする。 

三角形ABXと三角形GYFは直角三角形であ

るから、 

a2+(a＋x)2＝(2r)2 

b2+(b＋y)2＝(2r)2 

よって、 

x2+2ax +2a2＝y2+2by +2b2 

また、∠ADB＝∠GDX でもあるから、三角

形 DAYと三角形 DGXは相似。よって、 

AD：DY＝GD：DX つまり、 

ax=by  y＝
𝑎𝑥

𝑏
 

これを先の式に代入すると、 

b2+2a2b2－a2x2－2b4＝0 

(b2－a2)( x2－2b2)＝0 

a≠bであるから、 

x＝√2b 

もし、DXも DFも√2bであるとすると、三角形 DXFは弦 XFを底辺とする二等辺三角形となるが、底

辺の垂直二等分線は円の中心を通ることになってしまい矛盾する。よって、点 Xは点 Fと一致する。 

同様に点 Yは点 Bと一致する。 

 

このことから、CEを一辺とする正方形も円に接するのは、 

図のような場合に限ることがわかる。 

円の半径を 1とし、大きな正方形の一辺を aとすると、 
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